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会 議 録 

１ 会議名 

 第２回柿崎区地域協議会 

２ 議題(公開・非公開の別) 

地域活動支援事業プレゼンテーション (公開) 

３ 開催日時 

平成３０年５月１４日（月）午後６時から午後７時１９分まで 

４ 開催場所 

柿崎コミュニティプラザ ３階 ３０５～３０７会議室 

５ 傍聴人の数 

８人 

６ 非公開の理由 

なし 

７ 出席した者（傍聴人を除く) 氏名（敬称略) 

・委  員：小出優子(会長)、金子正一 (副会長)、 、太田健一、 桐

充、加藤滿、佐藤健、白井一夫、髙野武夫、武田正教、榆井隆子、

引間孝史、湯本清隆、 渡邉征雄 

・事 務 局：柿崎区総合事務所 滝澤良文所長、佐藤誠司次長、風巻雅人総務・

地域振興グループ長、唐澤幸代地域振興班長、長井英紀主任、髙

野美希主事(以下グループ長はＧ長と表記) 

８ 発言の内容（要旨） 

【佐藤次長】 

・会議（地域協議会）の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数

以上の出席を確認、会議の成立を報告 
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・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第１項の規定により、会議の運営

は会長が行う旨を説明 

【小出会長】 

・会長挨拶 

・議事録確認に髙野委員を指名 

 

【小出会長】 

  今年度の地域活動支援事業の提案は全部で１４事業。その内、新規提案事業 

５事業と、継続３事業、合わせて８事業について本日発表していただく。 

 続いて 

  ・プレゼンテーションの進め方について説明 

  ・除斥について説明 

  ・プレゼンテーションの開始を宣言し、１６ピースに事業の説明を求める 

 

【１６ピース】 

 ・提案書に基づき説明 

 

【小出会長】 

 ・１６ピースの説明に関し、委員へ質問、意見を求めたがなかったため、続いて 

用水を考える会に説明を求める 

 

【用水を考える会】 

 ・提案書に基づき説明 

 

【小出会長】 

 ・用水を考える会の説明に関し、委員へ質問、意見を求める 

 

【金子副会長】 

 一つだけお聞きしたい。水源山の視察を２０人程度で行いたいということで、
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大滝まで行くというが、そこに行く前の管理、草刈とか倒木の処理は、どなた

が何人かでやるのか。 

 

【用水を考える会】 

 何人かでやる予定であるし、今年２回、全部ではないが回って来た。以前参加

したときに付けた目印の丈夫なテープが何個か残っていたので、歩きやすいよう

に多少はできる。なお、草刈の部分の、下牧から川井に入る道は今年も確認して

きた。道は分かるし、草刈をすることですぐに川井に入れると思っている。 

 

【小出会長】 

・柿崎区老人クラブ連合会下黒川支部に説明を求める 

 

【柿崎区老人クラブ連合会下黒川支部】 

 ・提案書に基づき説明 

 

【小出会長】 

 ・柿崎区老人クラブ連合会下黒川支部の説明に関し、委員へ質問、意見を求めた

がなかった 

   次は、柿崎夕日フェスティバル実行委員会の発表となるので、佐藤委員が退席

する。 

・柿崎夕日フェスティバル実行委員会に説明を求める 

 

【柿崎夕日フェスティバル実行委員会】 

 ・提案書に基づき説明 

 

【小出会長】 

 ・柿崎夕日フェスティバル実行委員会の説明に関し、委員へ質問、意見を求めた

がなかった 

・佐藤委員が席に戻る 

・柿崎中学校ＰＴＡに説明を求める 
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【柿崎中学校ＰＴＡ】 

 ・提案書に基づき説明 

 

【小出会長】 

 ・柿崎中学校ＰＴＡの説明に関し、委員へ質問、意見を求める 

 

【小出会長】 

大野さんはどちらからいらっしゃるのかということと、宿泊費が計上されてい

るが、お泊りいただいて交流会みたいなものも企画されているのか。 

 

【柿崎中学校ＰＴＡ】 

まだ予算が通るか審議中ということで、大野さんと連絡を取っている。東京の

ほうからこちらにいらっしゃると思うが、宿泊をどちらにされるかとか、交流会

をどうするかというところまでは、まだお話はできていない。 

 

【小出会長】 

ぜひ柿崎に泊まっていただきたい、柿崎を見ていただきたいと思う。 

 

【小出会長】 

・柿崎商工会青年部に説明を求める 

 

【柿崎商工会青年部】 

 ・提案書に基づき説明 

 

【小出会長】 

 ・柿崎商工会青年部の説明に関し、委員へ質問、意見を求める 

 

【 井委員】 

 素晴らしい企画だ、そしてまた非常にハードルが高い企画なのかなと感じる。

一点お聞きしたいが、素晴らしいものができたとして、当然著作権というのが出
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てくるが、これは商工会の青年部が著作権を持っているということになるのか。 

 

【柿崎商工会青年部】 

 著作権は、イラストに関してはイラストレーターの方が著作権を持ち、今回譲

渡していただくことはない。なぜかというと、この事業に関して販売ということ

を考えていないので、イラストの二次使用という形で、例えばそのイラストを使

って、個人がフェイスブックやＳＮＳにアップする分に関しては、正直問題ない

が、私たち商工会青年部が商用目的として二次利用することはできないような形

で話をしていて、その予算になっている。 

 

【 井委員】 

 そうすると、今２９部だったか。 

 

【柿崎商工会青年部】 

 ５００部である。 

 

【 井委員】 

 ５００部。この５００部は、予算の範囲の中で５００部できるという形か。 

 それから、増刷しようとするとまた別にお金が必要になってくるのか。 

 

【柿崎商工会青年部】 

 増刷に関しては、製本と増刷費用のみになり、イラストレーターさんに、二次

使用という形で、費用をお支払する必要はないということになっている。 

 

【 井委員】 

 基本的に一冊の絵本を完成させたいという考えか。 

 

【柿崎商工会青年部】 

一冊。一種類。 
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【 井委員】 

 一種類。例えばそういう本が一冊できると。 

 

【柿崎商工会青年部】 

 はい。５００部できるという形になる。 

 

【 井委員】 

 分かった。頑張ってほしい。 

 

【小出会長】 

次は、柿崎夕日フェスティバル実行委員会の発表となるので、佐藤委員が退席

する。 

・上越市防災士会柿崎支部に説明を求める 

 

【上越市防災士会柿崎支部】 

 ・提案書に基づき説明 

 

【小出会長】 

 ・上越市防災士会柿崎支部の説明に関し、委員へ質問、意見を求めたがなかった 

・佐藤委員が席に戻る 

・諏訪友志会に説明を求める 

 

【諏訪友志会】 

 ・提案書に基づき説明 

 

【小出会長】 

 ・諏訪友志会の説明に関し、委員へ質問、意見を求めたがなかった 

 

（８事業の提案団体による、プレゼンテーション終了） 
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【小出会長】 

 ・今回提案された事業については、５月２４日木曜日の第３回地域協議会におい 

て採択決定され、その後提案団体へ通知する旨を説明 

・地域活動支援事業プレゼンテーションの終了を宣言 

 

【小出会長】 

 ・委員に採点表の提出期限及び採点方法を説明 

 

【小出会長】 

 ・その他の議題 

 ・第３回柿崎区地域協議会（地域活動支援事業採択決定）の開催について 

日 時：平成３０年５月２４日（木）午後６時から 

会 場：柿崎コミュニティプラザ ３階 ３０５～３０７会議室 

 

【小出会長】 

・閉会を宣言 

（午後７時１９分閉会） 

 

９ 問合せ先 

柿崎区総合事務所総務･地域振興グループ 

TEL：０２５－５３６－６７０１（直通） 

E-mail：kakizaki-ku@city.joetsu.lg.jp 

 

10 その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 
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